
２０１２年１１月２５日 ( 日 )
１１：００～１６：００

復興支援
ボランティア活動

おだがいさま

フェスティバル

～富岡町支援ソング発表～

２０１３年３月２日 ( 土 )
1３：００～ 1５：００



２０１２年１１月２５日　おだがいさまセンター前にて
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概　要

福島第一原発の爆発事故より避難勧告が出たまま 1 年
8 ヶ月もの長きにわたり自宅に戻れないでいる福島県富
岡町の住民に『元気と希望、そして笑顔を送る』応援プ
ロジェクトを立ち上げました。

富岡町の多くの町民が暮らす、福島県郡山市の富田町
若宮前応急仮設住宅に、東北地方の山佐グループの社員
がボランティア活動のために集結。

同仮設住宅の運営全般において中心的役割を担ってい
る「おだがいさまセンター」と共催のもと、大正１２年

（１９２３年）より続く伝統行事『えびす講市』を復活さ
せる　ミニチュア版『ちぃっちゃなえびす講市』を開催
するはこびとなりました。

会場となった若宮前応急仮設住宅以外にも、近郊の応
急仮設住宅に富岡町の方々が分散して住まわれています。
富岡町の皆様に参加して頂けるよう、専用シャトルバス
を運行し、特設会場へご来場いただきました。

お祭り会場となった野外特設会場では飲食屋台が軒を
連ね、無農薬野菜や手芸品、カレーライス、甘酒、焼きそば、
焼き鳥、フランクフルト、各種飲料のほか、特別参加し
た国際医療福祉大学（栃木・大田原）の学生らによる水
餃子の販売・配給が行われ、会場を訪れた６００人以上
の人々が真心のこもった食べ物に舌鼓を打ちました。

また、屋内ではボランティア隊による足湯サービスが
行われ、来場者の疲れを癒しました。

ちぃっちゃなえびす講市の実現

オープニングセレモニー

シャトルバスの運行

シャトルバス

特設会場

野外特設会場

２０１２年１１月２５日（日）　１１：００～１６：００
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概　要

村井敏朗 普天間かおりさん さん

「かけがえのない命の大切さ、共
に助け合い、思いやる心の育成」
を若い世代に伝えるための活動”
いのちのリレーライブ ” を続け
るシンガーソングライター。

沖縄出身のシンガーソングライター。
２００１年より、ラジオ福島の金曜
日昼のワイド番組「かっとびワイド」
でパーソナリティを担当。
番組放送中に東日本大震災に遭い、
以後積極的に支援活動を行っている。

５００軒、約１１００人が暮らす同仮設住宅の「おだ
がいさまセンター」内では、災害ＦＭ局『おだがいさま
ＦＭ』と、共催の『ラジオ福島』が生放送を行い、お祭
りの模様を伝えるとともに、福島県内で抜群の知名度を
誇る、歌手の普天間かおりさんと、シンガーソングライ
ターの村井敏朗さん、そして吉國執行役員が出演し、『富
岡町のテーマソングを作ろう！』の製作ＰＲを行いまし
た。

そして『ラジオ福島』にてミニライブを生放送。
全国に散らばった富岡町住民の心をつなぐため、富岡

町への想いを公募し、『富岡町のテーマソング』を、作曲：
村井敏朗さん、作詞：普天間かおりさんのスペシャルコ
ラボで制作し、２０１３年３月に発表いたします。

屋外特設会場にて、富田踊りの会とエビスさまによる
踊りや縁起の良い舞が披露され、フィナーレには、えび
す講市恒例の投げ餅・抽選会が行われ、来場者全員にひ
とときの癒しを提供できました。

おだがいさまＦＭとラジオ福島　生放送

生放送中

フィナーレ

ミニライブ

富田踊りの会 投げ餅



ちぃっちゃな
えびす講市会場

南１丁目
応急仮設住宅

緑ヶ丘
応急仮設住宅

大玉村安達太良
応急仮設住宅

富田町若宮前
応急仮設住宅（ ）

富田町若宮前応急仮設住宅富田町若宮前応急仮設住宅
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シャトルバスの運行

富田町の住民の方々は避難勧告により、富田町若宮前応急仮設住宅以
外に、福島県内３ヶ所の仮設住宅に分散して住まわれています。

このため、各仮設住宅より、会場へのシャトルバス２台を運行し、で
きるだけ多くの方々がお祭りに参加できるよう配慮いたしました。

分散退避
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会場準備

会場設営
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スタッフミーティング

会場準備
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オカジュウ岡山営業所
＆

山佐広告宣伝部

日成仙台販売のみなさん

山佐産業仙台営業所のみなさん

のみなさん

会場準備
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オカセキ郡山営業所
＆

オカセキ仙台出張所
のみなさん

全員集合

会場準備
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屋台セッティング

会場準備
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お祭りの様子
オープニングセレモニー
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お祭りの様子
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お祭りの様子
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お祭りの様子
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お祭りの様子
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お祭りの様子

おだがいさま
　　　　センター所長

天野 和彦様

富岡町 富田仮設住宅
　　　　　　自治会長

遠藤　武 様

山佐株式会社
　　　　執行役員

吉國 純生 遠藤勝也 様 遠藤雄幸 様

福島県富岡町
町長

福島県川内村
村長
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お祭り会場の様子

お祭りの様子
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お祭りの様子
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お祭りの様子



19

お祭りの様子
富岡町の皆様の作品展示と
　　　　　　　　足湯サービス



生放送中
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おだがいさまセンター内
おだがいさまＦＭスタジオにて

お祭りの様子
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おだがいさまセンター内

お祭りの様子



生放送中
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お祭りの様子
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お祭りの様子



生放送中
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お祭りの様子

富岡町のテーマソング製作発表
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お祭りの様子

ライブコンサート



生放送中
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お祭りの様子
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お祭りの様子



生放送中
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お祭りの様子
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お祭りの様子



生放送中
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お祭りの様子
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お祭りの様子
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フィナーレ
富田踊りの会
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フィナーレ
エビス様の舞



34

えびす講市名物餅投げ　＆　抽せん会

フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ
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フィナーレ

シャトルバス
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活動が紹介されました
２０１２年

12 月号 vol.232
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活動が紹介されました
遊技ジャーナル　２０１３年１月号
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おだがいさま

フェスティバル

～富岡町支援ソング発表～

平成２５年３月２日（土）　13：00～15：00

この日のイベントでは会津若松市出身の落語家、
三遊亭圓福さんのミニ寄席を開催。

またサプライズゲストとして『ケンちゃん』でお
馴染みの宮脇健氏によるトークショーを開催致し、
涙あり、笑いありのひとときを過ごしていただきま
した。

おだがいさま寄席ライブ
宮脇健トークショー

概　要

震災直後から続けている復興支援活動の一つと
して、震災以来　分散して避難することとなってし
まった富岡町の方々の心を一つにし、復興への支え
となるべき支援ソングの発表を、多くの方々の協力
を得て迎える事が出来ました。

支援ソング発表～ライブフェスティバル～
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フェスティバル

富岡町支援ソングの発表の模様を生放送で中継
いたしました。

公募によって寄せられた故郷への想いは、作詞担
当の普天間かおりさんによって、富岡町の桜の名所・
夜の森公園の美しい情景をイメージした歌詞へと綴
られ、故郷への想いが溢れ出んばかりの仕上がりと
なりました。

作曲担当の村井敏朗さんの奏でる、桜の美しさ・
香り・季節感・想い出をイメージして製作された楽
曲と合わせ、富岡町の皆様に口ずさんで頂ける仕上
がりとなりました。

ラジオ福島・生放送

おだがいさまセンターに足を運んでいただいた方
全員に、ケロット貯金箱と桜餅をプレゼント致しまし
た。

来場者プレゼント

郡山市の墨彩画家、橋本広善さんの手がけたジャ
ケットに包まれた、支援ソング『桜舞う町で』のＣＤ
を、おだがいさまセンターに２００枚を寄贈させて頂
きました。

ＣＤ寄贈

概　要
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リハーサル



リハーサル
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フェスティバル



ライブフェスティバル開始
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



ライブフェスティバル
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生放送中
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フェスティバル



フィナーレ
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フィナーレ
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フェスティバル



フィナーレ
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フィナーレ
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フェスティバル
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※ダウンロード数が２万回を超えると終了になります。

東日本大震災から２年－福島の復興はまだまだ進まない現実があり、東京電力福島第１原子力発電所事故
に伴い避難を余儀なくされた人々の故郷への思いは、益々つのるばかりのことと思われます。
そこで弊社では、山佐株式会社の特別協賛をいただき、富岡町の皆さんの故郷への思いを元に復興応援ソン
グを制作致しました。
これは、富岡町をはじめ、避難されている浜通りの方々すべてに思いを寄せて、その故郷への思いを共有しよ
うとするもので、作詞を震災当日に福島で被災した普天間かおりさんが担当、作曲を震災発生後様々なボラン
ティア活動をしているシンガーソングライターの村井敏朗さんが担当しました。
まだまだ大変厳しい生活を余儀なくされている皆様へのひと時の心の憩いとなれば幸いです。

株式会社ラジオ福島

＜プロフィールと制作背景＞

普天間かおり

村井敏朗

「桜舞う町で」制作背景

沖縄県出身。琉球王朝の流れに生まれる。
2002 年、シングル「髪なんか切ったりしない」でテイチクよりメジャーデビュー。
　3月 11 日、ラジオ福島での生放送中に東日本大震災に遭う。その後、「smile Again 0311」支
援プロジェクトを立ち上げ、避難所でのライブやチャリティーコンサートの開催、震災後に書き
下ろした楽曲「smile Again」を音楽配信し、その収益の中から義援金へ寄付したりと精力的に支
援活動を始める。

兵庫県出身。ライブ活動を続ける中、第 13 回世界臓器移植者スポーツ大会 in ジャパンメイン
テーマソング「HEROー命のリレー」や障害者支援団体の応援ソングや様々なイメージソングな
どを手がける。
現在は「命のリレーライブ」と題して全国でチャリティーライブなどを実施している。

福島県富岡町生活復興支援センター「おだがいさまセンター」から放送されている「おだがいさま
FM」。
県外に避難されてる多くの皆様の心に故郷を共有できる歌が作れないかとの想いから、おだがいさ
まセンター、ラジオ福島そして山佐株式会社による｢富岡町復興応援ソングプロジェクト｣が発足。
普天間かおりさんと村井敏朗さんによる楽曲作 2012 年 11 月、富田町若宮前仮設住宅で実施された
「ちっちゃなえびす講市」よりスタート。
各仮設住宅から故郷の想い出を募集し、それを普天間さんが詩を作り、村井さんの曲にのせて、こ
の歌が出来上がりました。
そして、2013 年 3月 2日（土）、震災から丸 2年を直前にして福島県のみならず県外に避難されて
いるすべての方に故郷が届くようにと「桜舞う町で」が発表されました。

JASRAC 許諾番号：9009879003Y3007

ラジオ福島のホームページ

当初、先着 10,000 ダウンロードでしたが、
大好評につき 20,000 ダウンロードまで
追加されました。

ダウンロードサービス



活動が紹介されました
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フェスティバル

週刊アミューズメントジャパン　３月１１日号　



活動が紹介されました
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遊技ジャーナル　２０１３年４月号



活動が紹介されました
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フェスティバル

福島民報　３月２日　掲載 福島民報　３月３日　掲載

読売新聞 /福島県版　３月３日　掲載

朝日新聞 /福島県版　３月３日　掲載

神戸新聞　３月２４日　掲載
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２０１３年３月２日　おだがいさまセンター内にて



2013.  2

おたがいサマンサちゃん

おだがいさまセンター

（富岡町生活復興支援センター）

2013.  4


